
 

 

 

 

 

 

 

情報処理センター年報 

2025 

 

 

 

 

2026 年 10 月 

 

 

京都教育大学情報処理センター 

 

 



目       次 

 

はじめに                   情報処理センター長  多田 知正 

 

2025 年度情報処理センター利用結果 

2 0 2 5 年 度 利 用 状 況 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  1 

情報処理センター利用授業時間割表、2025 年度集中講義など・・・・・・・・・10 

2 0 2 5 年 度 Ｉ Ｐ Ｃ  Ｎ Ｅ Ｗ Ｓ の 発 行 状 況 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・13 

2 0 2 5 年 度 行 事 日 誌 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・15 

情 報 処 理 センター関 連 委 員 会 等 歴 代 委 員 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・17 

編 集 後 記 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・18 

 

  



 

はじめに 

情報処理センター長 多田 知正 

 

2025 年度の入学生より、本学でも高等学校「情報」の免許を取ることができるようになりました。

一方、次期学習指導要領において、中学校の情報に関する教育が大幅に拡充されることが検討され

ています。 

現代社会における情報技術の重要性は言うまでもなく、情報化社会と言われてすでに長い時間が経

過しているにもかかわらず、情報に関する教育はこれまで明らかに不足しており、拡充それ自体は必

要なことだと思いますが、重要なのは、拡充された授業において「何を教えるのか」ということです。 

というのも、今回の指導要領の改訂においては、単なる内容の追加にとどまらず、内容そのものにつ

いても大幅に変更される見込みであり、これが意味するのは、現行の指導要領で扱われている内容

の多くが、今回追加されようとしている内容と比較して「重要ではない」ことがわかったということで

あるからです。 

他の教科と情報の分野が大きく異なるのは、日進月歩どころか秒進分歩とも言われるほどに、教え

る内容そのものが日々すさまじい勢いで変化と進化を続けていることにあります。これが数学なら、

新しく発見された定理は 100 年後でも正しいでしょうし、物理でもニュートン力学は結果的に「厳密

には間違い」であることがわかってもなお、力学の基礎として重要な位置を占めています。一方で例

えば情報セキュリティにおいては、パスワードで「必ず記号等を含める」「定期的に変更を行う」といっ

た、それまで「正しい」とされていたことが「意味のないこと」に変化してしまうようなことが起こりま

す。その結果、子どもたちが学校の授業で教わった内容が、彼らが社会に出るころにはすでに時代遅

れになっているといったことが頻繁に起きています。 

未来のことはわからないので、このようなことは避けられないことではありますが、それでも教員と

して、子どもたちに「何を教えるか」を考えるにあたっては、「将来不要になるかも知れない知識」と

「これからもずっと必要な知識」を慎重に見極めることが重要であろうと思います。「今すぐ役立つ知

識」よりも「新しい知識を身につけるための土台」の方が、子どもたちの将来にとっては必要なのかも

知れません。また、単に知識を伝えるということ以上に、自分の知識を常にアップデートしていく「学

ぶ姿勢」を育むことも大切です。 

本学で、情報を教える教員を目指すみなさんには、単に知識を習得するだけではなく、こういったこ

とについても意識しながら勉強に励んでほしいと思います。 
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2025 年度利用状況 
 

§1.  電子メール 
(1) 電子メール登録者数（人）（2026.3.31現在） 

常勤大学

教員 

大学非常

勤講師 
附属教員 
(非常勤含) 

事務職員
(非常勤含) 

名誉教授

等 
学部学生 院生 

特別専攻

科生  

研究生・

非正規生 
合計 

140 122 262 192 42 1,330 164 14 65 2,331 

 

 
常勤教職員は着任時に大学から付与している。2020 年度の新型コロナウイルス以降、一部の授業をオンラ

イン化したために、大学非常勤講師の登録者数が大幅に増加している。また、2024 年度にアカウント整理が行

われ、「名誉教授等」の項目は名誉教授のみがカウントされている。 

 

 
学部生・院生・特専生は入学時に自動登録されている。2023 年度以降は非正規生等も履修が確定した時点
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で自動登録するようになり、全学生が登録されている。2022年度に大学院が連合教職実践研究科に統合され、

定員が減少した。 

 

(2) 電子メール送受信数（件/日）（2025.4-2026.3） 
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

15,045 17,445 14,066 13,699 8,526 10,305 21,132 26,007 27,753 28,984 15,826 14,149 

 

 
1日あたりのメール送受信数を示す。2021年度は全体的に増加傾向にあり、2022年1月以降は例年の倍

近くになっている。2022 年 8 月にシステム更新を行い、集計方法の変更を行ったため、2022 年 7 月以前

と2022年8月以降では件数に大幅な差が出ている。2025年度は全体的に増加傾向だが、特に10月から

1月にかけて大幅に増加している。 

 

(3) メール受信拒否数（件/日）（2025.4-2026.3） 
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

14,376 15,283 35,819 86,712 56,350 40,985 21,606 13,132 14,464 24,767 23,003 23,593 

 

 
1 日あたりのメール受信拒否数を示す。ブラックリストに登録された IP アドレスからの送信やメール本文に

ブラックリストに登録された URL が記載されている、送信元ドメインが信頼できない、SPF チェックに失敗し

た、などの理由により受信そのものを拒否することでスパムメールやウィルスメールの受信を抑制している。

2022 年8 月のシステム更新時に不具合があり、8,9 月については減少している。2024 年度5,6,10 月お

よび2025年度7-9月に受信拒否数が大幅に増加しているが、いずれも送信元ドメインが信頼できないこと

が原因であるものが大半を占めていた。 
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(4) メールサーバ利用者用ディスク使用量(2026.3.31現在) 

  利用者領域（/zimbra）  総容量 3.0TB 使用率 88.0%     

 

§2.  ネットワーク 
(1) 認証ネットワーク(KUENET)接続クライアント数（2026.3.31現在） 

研究室等 883 教室・大学会館等 29 桃山小 133 特別支援 91 

情報処理センター 551 各センター 46 桃山中 131   

ネットワーク機器 662 第二学舎 15 京小中 169   

事務局 504 幼稚園 34 高校 200   

      総計 3,448 
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学内すべての研究室・講義室・演習室・事務室に情報コンセントが敷設されており、一部の建物を除いた藤森

キャンパス内では、認証ネットワークへと移行済みである。無線LANについても、教職員向けは認証LANと統

合済みで、学生および附属学校児童向けは別のインターネット回線直結として学内から分離した。学内から分離

した無線 LAN のクライアント数は含まれていない。また、2021 年度に認証ネットワーク登録端末管理システ

ムを更新し、管理されていなかった端末の登録と登録区分の見直しを行った。さらに、2023 年度には旧シス

テムから移行された端末のうち、現存が確認できなかった登録端末を整理した。 

 

(2) 教育ネットワーク(EDUNET) 接続クライアント数（2026.3.31現在） 

藤森学舎 高校 特別支援学校 桃山中 桃山小 京小中 幼稚園 第二学舎 計 

210 536 117 931 1,302 1,732 37 1 4,866 

 

GIGA スクールにより附属学校のネットワーク強化のために導入した園児・児童・生徒用教育ネットワーク

EDUNETを2025年度より藤森学舎(大学の学生・教員)に利用範囲を拡大した。拡大を機に統計を開始する

こととなった。当初の目的通り附属学校の生徒用端末が大半を占めるが、大学の学生にも徐々に浸透してきて

いる。 

 

(3) トラフィック状況 

平成26 年2 月より学内基幹部を 10Gbps で接続し、末端部まで 1Gbps で接続できるようにした。令和

3年3月にGIGAスクール構想により、各附属学校園と大学を結ぶ回線を 1Gbpsの専用線、大学とSINET

を結ぶ回線を10Gbpsにそれぞれ増強した。 

 

a）学外（SINET）との通信量（2025.4-2026.3） 

 
グラフは 1カ月の平均通信量を月ごとに示したものである。 
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b）附属学校園の通信量（2025.4-2026.3） 

 
 

 
 

 
 



6 

 

 
グラフは基幹コアスイッチと各附属学校園との 1 カ月の平均通信量および最大通信量を月ごとに示したもので

ある。附属幼稚園への通信は桃山中学校を経由して行われている。平均通信量で見るとさほど高くは無いが、

各附属ともコアスイッチから附属学校への最大通信量が回線上限である 1Gbps に達している月があり、特に

桃山小学校において。 

 

§3.  端末室利用 
(1) 端末室パソコン利用者数  総ログイン数（実利用者数）（2025.4-2026.3） 

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

総ログイン数 
2,560 1,734 1,863 2,354 402 297 1,483 1,238 1,362 1,377 674 171 

実利用者数 
993 637 630 655 264 211 609 488 531 541 413 121 

 

 
総ログイン数は毎月の利用延べ人数を指し、実利用者数が重複のない利用人数を表す。2022年8月はシス

テム更新により集計ができておらず、9月は更新後のテストを兼ねた仮開館を行ったため利用者数は少ない。 

近年、利用者・総ログイン数ともに減少傾向にある。平成 29 年度年報のパソコン利用状況アンケートの集計

結果において、自分専用のパソコンを持っている人が 90%近く居た。大学への持ち込みという観点でも週 5

日以上が15%、2日以上なら34%ある。また、新型コロナウイルスに伴い全学生に行った調査によると、自宅

にネットワーク環境がある学生は 95%にものぼる（回答率約65%）。以上のことから、端末室の需要が減って

いることが推測される。 
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(2) 端末室授業利用コマ数（2025年度） 

  前期 14コマ  後期 12コマ  集中授業15コマ 

 
 

隔年開講授業の関係で奇数年度の前期は授業利用が多い傾向にあるが、全体として、新型コロナウイルス以

降、授業利用は減少傾向にある。 

 

 

§4.  貸出機器利用数 
(1) 館外貸出 

端末室以外での授業利用として、Chromebook 20台を貸し出している。 

月ごと機器利用延べ台数            （台） 

2025年4月 65 2025年10月 170 

2025年5月 329 2025年11月 170 

2025年6月 110 2025年12月 175 

2025年7月 13 2026年1月 134 

2025年8月 162 2026年2月 40 

2025年9月 0 2026年3月 0 

(2) 館内貸出 

カードR/W  1回     

ポータブルブルーレイドライブ（データ用） 0回   ブルーレイ・DVD映像再生プレーヤー 1回 

ヘッドセット0回       ヘッドホン0回    ネックスピーカー ０回 
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§5.  京都教育大学ホームページアクセス数（トップページ） 
 

 
 

 
トップページの学内からのアクセス数と学外からのアクセス数を示す。本学のホームページは、セキュリティ

上、学内からのアクセス用と、学外からのアクセス用を区別して別サーバに格納している。両者の内容は、毎日

自動的に学内から学外へコピーされるので全く同じである。なお Web クローラー(bot や spider)からのア

クセスは除外して集計している。 
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§6.  学内一括送信配信数 
本学では学内教職員、学生に対して周知の迅速化及び徹底化を図るため、周知内容を各部局から情報化推進

委員会に依頼し、区分ごとに電子メールで送付する一括送信サービスを行っている。2025 年度に依頼された

区分ごとの一括送信数は以下の通りである。依頼元は主に学内委員会、事務局、各センターである。 

区分 件数 

A1. 全アカウント一括送信 38 

A2. 全構成員一括送信 81 

A3. 全教職員一括送信 59 

A4. 全大学教員一括送信 53 

A5. 全附属教員一括送信 3 

A6. 全職員一括送信 12 

A7. 全学生一括送信 30 

A8. 全学部・大学院・専攻科学生一括送信 18 

B1. 教職員就業規則適用大学教員一括送信 41 

B2. 教職員就業規則適用附属教員一括送信 12 

B3. 教職員就業規則適用職員一括送信 4 

B4. 非常勤職員就業規則適用職員一括送信 2 

C1. 教育学部教授会構成員一括送信 8 

C2. 学校臨床系教授会構成員一括送信 0 

C3. 教科研究系教授会構成員一括送信 0 

C4. 人事教授会構成員一括送信 0 

D1. 全組織アドレス一括送信 1 

 362 

 

 

 

§7.  インターネット配信 
動画ストリーミング配信システムにより、学内の主な行事を動画配信している。インターネット配信のページ

は本学のホームページから開くことができる。2025年度に配信した学内行事を以下に示す。 

2025年4月７日  入学式 

2026年3月25日  卒業式 

 

 



月 火 水 木 金

1
学校図書館メディアの構成 

(6/3まで）
情報メディアの活用(a) コンピュータ・情報処理Ⅰ

室 西浦　富美子 西尾　純子 赤川　佳穂

2
学校図書館メディアの構成 

(6/3まで）
情報メディアの活用(a) コンピュータ・情報処理Ⅰ

8:45 室 西浦　富美子 西尾　純子 赤川　佳穂

～ 3
学校図書館メディアの構成 

(6/3まで）

10:15 室 西浦　富美子

1 学習指導と学校図書館 

室 西浦　富美子

2 学習指導と学校図書館 

10:30 室 西浦　富美子

～ 3 製図 学習指導と学校図書館 

12:00 室 赤井　淳嗣 西浦　富美子

1 スポーツ情報論

室 佐名木　宗貴

2 スポーツ情報論

12:50 室 佐名木　宗貴

～ 3 コンピュータグラフィックス

14:20 室 宇澤　美貴

1

室

2 教育心理学実験ⅠA

14:35 室 田爪　宏二・赤松　大輔

～ 3 プログラミング基礎Ⅱ 教育心理学実験Ⅱ コンピュータグラフィックス

16:05 室 赤川　佳穂 田爪　宏二・赤松　大輔 宇澤　美貴

1

室

2 教育心理学実験ⅠA

16:20 室 田爪　宏二・赤松　大輔

～ 3 教育心理学実験Ⅱ コンピュータグラフィックス

17:50 室 田爪　宏二・赤松　大輔 宇澤　美貴

1

室

2

室

4

限

5

限

6

限

　　　情報処理センター利用授業時間割表（2025年度前期） 

1

限

2

限

3

限
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月 火 水 木 金

1
公立学校等訪問演習 （体育領

域）

室 浅沼　徹・大島　秀武

2

8:45 室

～ 3

10:15 室

1
専攻基礎セミナー（体育領

域）
生活情報処理

室 坂部　崇政・浅沼　徹 權　眞煥

2

10:30 室

～ 3

12:00 室

1
化学基礎実験(a)10/14（月

曜日の振替）のみ

室 向井　浩

2

12:50 室

～ 3

14:20 室

1
化学基礎実験(a)10/14（月曜

日の振替）のみ
プログラミング基礎Ⅰ 教育統計学演習Ⅰ 学校教育と生活工学

室 向井　浩 赤川　佳穂 西山　慧 權　眞煥

2 プログラミング基礎Ⅰ 学校教育と生活工学

14:35 室 赤川　佳穂 權　眞煥

～ 3 教育心理学実験ⅠB

16:05 室 田爪　宏二・赤松　大輔

1 情報メディアの活用(b)

室 西尾　純子

2 情報メディアの活用(b)

16:20 室 西尾　純子

～ 3 情報メディアの活用(b) 教育心理学実験ⅠB

17:50 室 西尾　純子 田爪　宏二・赤松　大輔

1

室

2

室

3
教育実践研究セミナー

（11/10以降）

室 田爪　宏二・赤松　大輔

6

限

情報処理センター利用授業時間割表（2025年度後期）

1

限

2

限

3

限

4

限

5

限
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2025年度　集中講義など

授業名 担当教員 端末室 日程

KYOKYOスタートアップセミナー

（家庭）
權　眞煥 3 6/23（月）3限,6/30（月）3限

日本語アカデミックスキル 上田安希子 3 7/2（水）3，4限

情報基礎実験 飯間　等 1 11/19（水）3～6限，11/26（水）3～6限

情報基礎実験 多田　知正 3 2/13（金）1～5限

12
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2025 年度 IPC NEWS の発行状況 

 2025年度は、IPC NEWS  No.340（2025年4月 1日）からNo.350（2026年3月2日）まで合

計 11 回発行しました。これらのニュースでは、各月の行事予定について利用者に知らせるとともに、計算機

利用、ネットワーク利用についての様々な学内への情報提供を行なっています。 

 各月の主だった内容は以下の通りです。（行事予定、前月の再録は省いてあります。） 

 

No.340入学式の映像配信について 

 研究室PC のネットワーク接続について 

 情報機器の引き継ぎ（情報漏洩の防止）について（教職員） 

 利用者ガイド記載内容に関するご質問について 

 無線 LAN アクセスポイントの設置完了について 

 KUE WiFi が接続できない場合の対処について 

 学生用新無線 LANサービス EDUNET の提供（本運用開始）について 

  KUE WiFi からの電子ジャーナル閲覧の終了について 

 情報処理センターサービスアンケートについて（〆切延長4/30）(教員) 

 Windows10, Office2016, Office2019 のサポート終了について 

 指導員補助員募集のお知らせ 

 本学におけるメール統計（2025年2月までの集計） 

  情報処理センター端末室利用統計（2025年2月までの集計） 

 情報処理センター利用授業時間割表（2025年度前期） 

No.341 学内で利用できる無線 LAN について（学生） 

 迷惑メールの増加と Gmail 利用のすすめ 

 本学におけるメール統計（2025年3月までの集計） 

 情報処理センター端末室利用統計（2025年3月までの集計） 

No.342【注意喚起】 許可のない無線 LAN機器の設置について 

 端末室のエアコンの温度設定について 

 端末室の備品の使用について 

 本学におけるメール統計（2025年4月までの集計） 

 情報処理センター端末室利用統計（2025年4月までの集計） 

No.343 後期の端末室授業利用申請の変更，修正について （教員） 

 自然災害等による臨時休館について 

 館内への飲食物持ち込み禁止について 

 本学におけるメール送受信数データ（2025年5月までの集計） 

    本学におけるウィルス発見件数（2025年5月までの集計） 

No.344【予告】停電に伴う学内ネットワーク及びシステムの停止について 

 端末室の自習利用について 

 本学におけるメール送受信数データ（2025年7月までの集計） 

 本学におけるウィルス発見件数（2025年7月までの集計） 

No.345情報処理センター年報の発行について 

 端末室PC からの Autodesk のアンインストールについて 

 本学におけるメール送受信数データ（2025年8月までの集計） 

 本学におけるウィルス発見件数（2025年8月までの集計） 

情報処理センター利用授業時間割表（2025年度後期） 

No.3４６202６年度授業利用申請について（教員） 

 退職・転職する教職員のメールアドレス削除について 

 Windows10のサポート終了について 

 京都教育大学認証局の認証局証明書インストールのお願い（教職員） 
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 特定サイトプロキシ廃止について（教職員） 

 本学におけるメール送受信数データ（202５年9月までの集計） 

 本学におけるウィルス発見件数（202５年9月までの集計） 

No.3４７【予告】開館時間の変更について（2026年3月より） 

 【予告】モノクロプリンタ（端末室２）の図書館への移設について（2026 年１月より） 

入館時の玄関マット使用について 

本学におけるメール統計（202５年 10月までの集計） 

 情報処理センター端末室利用統計（202５年 10月までの集計） 

No.348モノクロプリンタ（端末室２）の図書館への移設について 

 端末室の備品の使用について 

 卒業式、入学式の動画配信のアルバイト募集について 

 端末室利用時の寒さ対策ならびに感染症予防について 

 本学におけるメール統計（2025年 11 月までの集計） 

 情報処理センター端末室利用統計（2025年 11月までの集計） 

No.349来年度授業利用申請の変更，修正について（教員） 

 [予告]来年度以降の非常勤講師の照会について 

 年度替わりに伴うメールアドレスの取り扱いについて 

 本学におけるメール統計（2025年 12月までの集計） 

 情報処理センター端末室利用統計（2025年 12月までの集計） 

No.3５０卒業式、入学式の映像配信について 

 開館時間の変更について（2026年3月より） 

 本学におけるメール統計（2026年 1月までの集計） 

 情報処理センター端末室利用統計（2026年 1月までの集計） 
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2025 年度行事日誌 
2025年 

4 月 1日 IPC NEWS No.340発行 

4 月7日 入学式インターネット配信，新入生オリエンテーション 

4 月7日 パソコン，ネットワーク設定作業補助 

4 月23日 富士通との定例会議 

4 月24日 ４月運用担当者会議 

5 月 1日 IPC NEWS No.341 発行 

5 月22日 富士通との定例会議 

5 月28日 運営委員会 

5 月29日 ５月運用担当者会議 

6 月3日 IPC NEWS No.342発行 

6 月25日 ６月運用担当者会議 

6 月26日 第22回国立大学法人情報系センター協議会総会（広島大学） オンラインで参加 

6 月26日 富士通との定例会議 

7 月 1日 IPC NEWS No.343発行 

7 月9日 運営委員会 

7 月23日 ７月運用担当者会議 

7 月30日 富士通との定例会議 

8 月25日 富士通との定例会議 

8 月26日 8月運用担当者会議 

9 月 1日  IPC NEWS No.344発行 

9 月 11日～9月 12日 第36回情報処理センター等担当者技術研究会（山梨大学） 

9 月日 ９月運用担当者会議    

9 月24日 富士通との定例会議 

9 月25日 運営委員会 

10 月 1日 年報発行 

10 月 1日 IPC NEWS No.345発行    

10 月２0日 10月運用担当者会議 

10 月２２日 富士通との定例会議 

11 月４日 IPC NEWS No.3４６発行 

11 月１７日 運営委員会 

11 月２5日 11 月運用担当者会議 

11 月２6日 富士通との定例会議 

12 月 1日 IPC NEWS No.3４７発行 

12 月２２日 12月運用担当者会議 

12 月２４日 富士通との定例会議 

12 月２6日１７：００～2026年 1 月5日 12:00 冬季休館 

2026年 

1 月５日 IPC NEWS No.3４８ 発行 

1 月１９日 1月運用担当者会議 

1 月１９日 運営委員会 

1 月２８日 富士通との定例会議 

2 月2日 IPC NEWS No.349発行 

2 月20日 富士通との定例会議 

2 月24日 2月運用担当者会議 

3 月２日 IPC NEWS No.350発行 

3 月１７日 富士通との定例会議 
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３月 1９日 運営委員会 

3 月23日 3月運用担当者会議 

3 月25日 卒業式インターネット配信 
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情報処理センター関連委員会等歴代委員 
 氏 名 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 ２０２６年度 

運
営
委
員
会 

 

◎
委
員
長
（セ
ン
タ
ー
長
）□
（次
長
） 

多田 知正 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

權 眞煥 〇□ 〇□ □ □  

山下 良樹     □ 

丹下 裕史    〇 

（２０２５年５

月１日～） 

 

比良 友佳理 

 

〇 

（2022年

11月30日

まで） 

    

武島 良成 

 

〇 

（2022年

12月1日

～） 

〇    

山口 博明 〇 〇    

小松﨑 敏 

 

  〇 〇 

（２０２５年４

月３０日ま

で） 

 

オーバーマイヤー・

アンドリュー 

  〇 〇  

中峯 浩   〇 〇  

山口 博明     ○ 

小林 賢太     ○ 

赤川 佳穂     ○ 

事
務
局 

金森 悠一 ○ 〇 〇 〇 〇 

五十嵐 誠 ○ 〇 〇 〇 〇 

髙木 亜里子 ○ 〇 〇 〇 〇 
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編集後記 

生成AIをはじめとするデジタル技術は、「未知の先進技術」としての驚きや議論のフェーズを

終え、私たちの学修・教育・研究の日常に深く溶け込んだ不可欠な基盤へと急速に変化を遂げて

います。文章生成や画像処理、データ分析といった作業が瞬時に可能となった現在、焦点は単な

る「ツールの導入や利用の可否」から、「生成された情報の真偽を見極めるファクトチェックや情

報倫理を担保しつつ、いかに自らの思考力や創造性を拡張するための道具として使いこなすか」

という、より実践的かつ高度な活用段階へと移行しています。 

特に、教育界を担う人材を育成する本学において、ICTや AIの活用は単なる大学生活や研究

の効率化にとどまらない重要な意味を持っています。現在、小・中・高等学校をはじめとする初

等・中等教育の現場では、GIGAスクール構想の定着に伴い、児童・生徒が日常的に情報端末を

活用した個別最適な学びや協働学習を展開しています。本学の学生たちが将来、教壇に立った際

に、ICTを効果的に授業に取り入れ、子どもたちの主体的・対話的で深い学びや情報活用能力を

育む優れた指導者となるためには、大学生活の中で日常的に先進的な情報環境に触れ、試行錯誤

や失敗を重ねる実体験が不可欠です。 

情報処理センターでは、こうした時代背景と多様な学生のニーズを踏まえ、情報機器やシステ

ムに苦手意識を持ちやすい学生であっても「迷わず、速く、安全に」デジタルツールを活用でき

るよう環境整備に努めてまいりました。二要素認証をはじめとする情報セキュリティ対策の徹底

を図るとともに、利用前のつまずきを解消する各種ガイド・FAQの更新や、学内ネットワーク環

境の維持改善など、現場目線での着実な改善を積み重ねています。一方で、近年の物価高騰やシ

ステムライセンス費用・人件費の急増といった現実的な壁にも直面しており、限られた予算とリ

ソースの中で、セキュリティの担保と利便性の向上をいかに高い次元で両立させるかという課題

にも日々向き合っております。 

テクノロジーがどれほど進化し、業務や学びの効率化が進んだとしても、教育の本質が「人と

人との対話や、試行錯誤を通じた自己成長」にあることに変わりはありません。デジタル変革（DX）

の本質は、単に便利なツールを導入することではなく、学ぶ人・教える人がより本質的な教育・

研究活動に集中できる環境を整えることにあります。情報処理センターは、新技術を柔軟かつ批

判的に取り入れる視点を持ちつつも、誰もが安心して利用できる「信頼性の高い基盤」として、

今後も大学全体のデジタル化と質の高い教員養成を足元から力強く支えてまいります。 

今年度もセンターの運用ならびに各種施策にご理解とご協力を賜りました教職員および学生

の皆さまに、深く感謝申し上げます。来年度も利用者の現場の声に真摯に耳を傾け、安全・安心

で対話的な環境づくりに努めてまいりますので、変わらぬご支援とご指導を賜りますようお願い

申し上げます。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多田 知正   山下 良樹 

          金森 悠一   五十嵐 誠   髙木 亜里子 
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